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あ
ら

ムＴ
ね
こ

た

福
島
・荒
井
猫
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
島
県
郡
山
市
字
川
向
、
安
積
町
日
出
山

調
査
期
間
　
　
第

一
三
次
調
査
　
一
九
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九
年

（平
Ｈ
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四
月
―
二
〇
〇

〇
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
郡
山
市
教
育
委
員
会

・
側
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

事
業
団

調
査
担
当
者
　
高
田
　
勝

・
中
島
雄

一
・
佐
久
問
正
明

・
工
藤
健
吾

遺
跡
の
種
類
　
町
跡
及
び
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
五
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
東
北
線
郡
山

駅
か
ら
南
南
西
約
三

・
二
ｈ
の

地
点
に
あ
り
、
市
内
中
央
を
南

北
に
貫
流
す
る
阿
武
限
川
の
左

岸
低
位
段
丘
面
に
占
地
す
る
。

こ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、

郡
山
南
拠
点
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
、　
一
九
九
六
年
度
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
ま

で
の
調
査
で
以
下
の
三
地
区
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

館
跡
地
区

（
Ⅱ
区
）
　

一
〓
一世
紀
―

一
五
世
紀
の
在
地
領
主
の
館
跡
地
区
。
堀

や
溝
で
区
画
さ
れ
た
四
つ
の
曲
輪
を
検
出
。

町
跡
地
区

（
Ⅲ
区
）

南
北
道
路
跡
の
両
側
に
形
成
さ
れ
た

一
二
世
紀
後
半
―

一
五
世
紀
前
半
の
町
跡
地
区
。
道
路
跡
路
面
上
に
は
、

大
別
し
て
新
旧
二
時
期
の
木
戸
の
痕
跡
を
検
出
。

第
三
地
区

（
Ⅳ
区
）

一型

一地
区
か
ら
外
れ
た
遺
構
密
度
の
低
い
地
区
。

こ
れ
ら
三
地
区
の
位
置
関
係
は
、
館
跡
地
区
の
南
か
ら
東
に
か
け
て
南
西
―

北
東
方
向
に
流
れ
る
河
川
が
あ
り
、
河
川
の
南
東
対
岸
が
町
跡
地
区
で
、
こ
の

町
跡
地
区
の
西
側
で
館
跡
地
区
か
ら
は
南
対
岸
に
相
当
す
る
部
分
が
第
三
地
区

で
あ
る

（郡
山
市
教
育
委
員
会
・
側
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
団

『荒
井
猫

田
遺
跡
』
―
第

一
次
―
六
次
発
掘
調
査
報
告
―

〔
一
九
九
八
年
〕、
『同
』
―
第
七
次
―

一
〇
次
発
掘
調
査
報
告
―

〔
一
九
九
九
年
〕、
『同
』
―
第

一
一
次
発
掘
調
査
報
告
―

〔
一
九
九
九
年
せ
。

一
九
九
九
年
度
は
、
館
跡
地
区
の
東
端
部
や
町
跡
地
区
の
北
部
、
両
地
区
の

境
と
な
る
河
川
二
地
点
の
調
査
を
主
に
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
館
跡
地
区
で

は
、
周
囲
を
堀
や
溝
で
区
画
さ
れ
た
場
所
を
新
た
に
ニ
カ
所
以
上
検
出
し
、
館

隊
が
地
籍
図
上
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
東

へ
広
が
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

町
跡
地
区
の
調
査
で
は
、
南
北
道
路
が
急
激
に
東
へ
向
き
を
変
え
る
こ
と
、
そ

の
両
側
に
は
先
の
調
査
と
同
様
に
柱
穴
群
や
井
戸
、
区
画
の
た
め
の
堀

・
溝
が

多
数
あ
る
こ
と
、
北
西
の
河
川
や
南
北
道
路
西
側
溝
か
ら
こ
の
河
川
に
向
か
っ

(郡 山)



て
延
び
る
溝
が
同
地
区
の
北
の
境
界
に
な
る
こ
と
、
な
ど
が
判
明
し
た
。

両
地
区
の
境
と
な
る
河
川
は
、
最
大
幅
約

一
四
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

一
ｍ
前
後
を
測
る
。
調
査
で
は
、
中
世
の
水
運
に
関
わ
る
遺
構
の
検
出
が
期
待

さ
れ
た
が
、
今
回
は
底
面
に
複
数
の
流
路
を
検
出
し
た
の
み
で
、
そ
の
痕
跡
は

確
認
で
き
な
か
つ
た
。

遺
物
は
、
輸
入
磁
器

全
自
磁
・
自
磁
・
青
白
磁
）、
国
産
陶
器

（常
滑
・
古
瀬
戸

・
渥
美
。
在
地
産
）、
土
師
質
土
器
、
木
製
品

（曲
物
・
折
敷
・
箸
・
漆
器
・
下
駄
・

木
簡
な
ど
）、
石
製
品

（石
臼
・
石
鉢
・
石
塔
・
板
碑
・
砥
石
）、
鉄
製
品
、
古
銭
、

羽
口
、
鉄
津
な
ど
が
あ
る
。
木
製
品
が
比
較
的
よ
い
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
す
べ
て
河
川
の
底
面
直
上
層
よ
り
点
在
し
て
出
土

し
た
。
同
層
か
ら
は
他
に
須
恵
器

・
輸
入
磁
器

。
国
産
陶
器

・
漆
器
椀
な
ど
が

出
上
し
て
お
り
、
陶
磁
器
類
の
年
代
は

一
三
世
紀
ｔ

一
五
世
紀
に
わ
た
る
。
整

理
途
上
に
あ
る
た
め
す
べ
て
の
木
簡
の
抽
出
は
で
き
て
い
な
い
が
、
現
時
点
で

は
人
○
点
あ
ま
り
を
確
認
し
て
い
る
。
他
に
町
跡
地
区
の
井
戸
か
ら
も
出
土
し

て
お
り
、
今
後
整
理
が
進
め
ば
さ
ら
に
そ
の
数
は
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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「
常

南
無
大
日
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
Ｉ
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迷
～
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μ

現
時
点
で
文
字
の
判
読
で
き
て
い
る
も
の
九
点
を
掲
げ
た
。
い
ず
れ
も
上
端

を
主
頭
状
と
し
、
下
端
を
遺
存
す
る
も
の
は
鋭
く
尖
ら
せ
て
い
る
。

⑪
は
符
森
と
呪
句

「急
々
如
律
令
」
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
も
う

一
文
字
み

ら
れ
る
。
符
篠
は

「日
」
と

「月
」
六
文
字
を
三
行
二
段
に
組
合
せ
、
そ
の
下

に

「鬼
」
を
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

②
ｌ
Ｏ
は
笹
塔
婆
で
あ
る
。
②
①
は
す
べ
て
梵
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
す
べ

て
大
日
如
来
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
梵
字
は
②
③
が
金
剛
界
大
日
如
来
と
胎
蔵

界
大
日
如
来
真
言
の
組
合
せ
、
他
は
金
剛
界
大
日
如
来
を
表
わ
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

佐
久
間
正
明

「河
川
跡
か
ら
木
簡
出
土
」
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